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エンテオゲン・フィールド・マップ — 声、組織、景観


調和主義の位置づけ: 調和の輪 → 臨在の車輪 → エンテオゲン柱 日付: 2026年3月 出典: Claude対話 — サイケデリック/エンテオゲン/聖植物分野の包括的マッピング






基礎的知的系譜


	オルダス・ハクスリー — 『知覚の扉』; サイケデリック体験の永遠主義的-現象学的枠組み

	R・ゴードン・ワッソン — 民族菌類学; マサテク族の夜通しの儀式; 西洋にシロシビン・マッシュルームの認識をもたらした

	アルベルト・ホフマン — LSD合成(1938年/1943年); その後のエンテオゲンに関する哲学的思索

	スタニスラフ・グロフ — トランスパーソナル地図作成; ホロトロピック呼吸法; 周産期マトリックス; サイケデリクスを通じた意識マッピングの先達者

	テレンス・マッケナ — 推測-ビジョン的枠組み(石化した猿仮説、タイムウェーブ); 影響力は大きいが認識論的に不均質

	ラルフ・メッツナー — ハーバード系統の生態学的・錬金術的方向への発展

	ラム・ダス(リチャード・アルパート) — ハーバード系統の瞑想実践への発展(『今ここにいる』)

	ヒューストン・スミス — 永遠主義的哲学的視点; 『知覚の扉を清める』

	アレキサンダー・シュルギン — MDMA の再発見; 『PiHKAL』と『TiHKAL』; フェネチラミンとトリプタミンの体系的探索

	クラウディオ・ナランホ — イボガとアヤワスカの初期的心理療法統合; 先住民実践と臨床労働の橋渡し







生きた声 — 臨床・科学軸


ティア1: 分野定義的


	ロビン・カーハルト=ハリス (UCSF、旧インペリアル・カレッジ) — 主要神経科学的理論家; エントロピック脳仮説; REBUSモデル(サイケデリクス下の緩和された信念). 神秘的開放の科学的相関

	マシュー・ジョンソン (ジョンズ・ホプキンス) — 中毒と抑うつのためのシロシビン; 臨床と哲学を橋渡し

	ローランド・グリフィス (ジョンズ・ホプキンス、2023年没) — おそらく主流科学内のシロシビン正当化における最も重要な人物. 遺産はホプキンスセンターを通じて継続

	レイチェル・イェフダ (マウント・サイナイ) — トラウマ生物学の信頼性をMDMA研究に適用

	デイヴィッド・ナット (インペリアル・カレッジ) — 薬物政策改革; 神経精神薬理学

	リック・ドブリン (MAPS創設者) — 臨床正当化のためのインフラ構築に40年以上; 分野の現代史における最も重要な政策人物





ティア2: 主要貢献者


	ギュル・デレン — 神経可塑性研究; サイケデリクスが社会学習の臨界期を再開する(おそらく近年における最も理論的に重要な神経科学的知見)

	ノーラン・ウィリアムス (スタンフォード) — 加速化された治療プロトコル

	マイケル・ボーゲンシュッツ — アルコール使用障害のためのシロシビン

	アラン・K・デイヴィス — 臨床試験、5-MeO-DMT研究

	スティーヴン・ロス (NYU) — 人生の終焉時の不安のためのシロシビン

	ベン・セッサ (UK) — MDMA補助療法

	ジョシュア・シーゲル (ホプキンス) — シロシビンと脳結合性の非同期化

	ベン・ケルメンディ — OCD とサイケデリクス

	エイミー・レーナー — 退役兵のためのVAサイケデリック補助療法





主要ポピュライザー・ブリッジ人物


	マイケル・ポーラン — 『あなたの心を変える方法』; 過去10年における最大の主流ポピュライゼーション事象

	ジェームス・ファディマン — 『サイケデリック探検家ガイド』; マイクロドーズプロトコルフレームワーク

	ポール・スタメッツ — 菌類学者; シロシビン擁護者; 商業運営(Fungi Perfecti); 最も公に見えるキノコの声

	ガボール・マテ — トラウマ対応型臨床枠組みをアヤワスカ労働に適用








生きた声 — 哲学・トランスパーソナル軸


	アルベルト・ビロルド (Four Winds Society) — 体現されたシャーマニック実践をエネルギーセンターにマッピング; Q’ero とアマゾン系統. 調和主義に既に統合 — 8チャクラシステム経由. 主要な地図学.

	デニス・マッケナ — 民族植物学; テレンスより経験的に根拠のある

	ジェレミー・ナルビー — 『宇宙の蛇』; DNA-ビジョン仮説が分子生物学とアヤワスカ現象学を結ぶ

	クリス・バッシェ — 『LSD と宇宙の心』; 持続的な高用量セッションを通じたトランスパーソナル地図作成の最も深刻な現代的試み

	アマンダ・フェイルディング (ベックレー財団) — 哲学的と科学的を橋渡け; インペリアル・カレッジ研究を可能にするのに不可欠; 意識科学のチャンピオン

	ベニー・シャノン — 『心の対極』; 哲学的心の観点からのアヤワスカ認識の最も厳密な現象学的分析

	グラハム・ハンコック — エンテオゲン的意識起源仮説の普及者; 広い到達範囲だがより厳密さに欠ける







先住民・聖なる伝統系統


アヤワスカ伝統


	シピボ民族 (ペルー・アマゾン) — ほとんどの西洋人が遭遇する主要系統; 時代を超えたプラント・スピリット・シャーマニズム; イカロ(癒しの歌); 創造の一体性を表現するパターン宇宙論

	サント・ダイメ / ウニアン・ド・ベジェタル — 統合的ブラジル・アヤワスカ教会; 形式化された秘跡的コンテナ

	メスティーソ・クランデリズモ — 上流アマゾン全域の混合系統の治療者(ペルー、コロンビア、エクアドル)





シロシビン・マッシュルーム


	マサテク伝統 — マリア・サビーナの系統(メキシコ、オアハカ); 西洋シロシビン遭遇の原始的先住民コンテナ





ペヨーテ/メスカリン


	ナティヴ・アメリカン・チャーチ — ペヨーテ秘跡; 米国での法的宗教的除外

	ウィシャリカ / ウイチョル (メキシコ) — ペヨーテ巡礼伝統; 最も古い継続的儀式的使用の一つ





サン・ペドロ / ワチュマ


	Q’ero民族 (ペルー) — アンデス・メサ伝統の主要な担い手; サン・ペドロ儀式; インカ系統の直接的子孫. ビロルドの主要な先住民源.





イボガ


	ブウィティ伝統 (ガボン) — イボガを秘跡として; 開始的・癒し的文脈; 24時間以上のジャーニー; 心身精神の「リセット」と考えられている





西洋ブリッジ人物(深刻な系統労働)


	アルベルト・ビロルド(Q’ero とアマゾン)

	ラク・ラザム(『Aya: Awakenings』)

	ガボール・マテ(トラウマ対応型アヤワスカ)

	ハミルトン・サザーランドと確立された西洋訓練キューランデロスのイキトス








組織


研究機関


	ジョンズ・ホプキンス・センター・フォー・サイケデリック・アンド・コンシャスネス・リサーチ — 最高学術ノード

	インペリアル・カレッジ・センター・フォー・サイケデリック・リサーチ (ロンドン) — カーハルト=ハリス遺産; ナットの基地

	UC バークレー・センター・フォー・サイエンス・オブ・サイケデリクス — 第三の主要学術ハブ

	マウント・サイナイ — イェフダのトラウマ焦点MDMA労働





非営利研究・擁護


	MAPS (心理的研究のための学際的協会) — 1986年設立; 分野で最も重要な組織; Lykos Therapeuticsをインキュベート; Psychedelic Science会議を開催

	ベックレー財団 (アマンダ・フェイルディング) — 基礎的資金提供者・研究パートナー

	Usona研究所 — 非営利シロシビン薬物開発; 営利モデルへの対抗重

	ヘフター研究所 — 厳密な研究を資金化; 歴史的にホプキンスとNYU研究を可能にした





商業/ファルマ


	COMPASS Pathways — シロシビン; 公開取引; ファルマ志向

	ギルガメッシュ・ファーマシューティカルズ — ブレティシロシン(GM-2505); 2025年にアッヴィに最大1.2B$で買収(最初の大手ファルマ参入)

	Cybin (現在Helus) — サイケデリック薬物開発

	デリックス・セラピューティクス — 非サイケデリック神経可塑性類似体(主観的トリップなしの化合物); 非ハルシノゲン前線で注視する主要な会社

	Lykos Therapeutics — MAPS インキュベートMDMA薬物開発; FDA は2024年に方法論的懸念で申請を却下





政策・改革


	薬物政策同盟 — より広い薬物政策改革

	学生のための思慮深い薬物政策 — 草の根

	州レベルプログラム: オレゴン・メジャー109、コロラド自然医学健康法





会議


	Psychedelic Science (MAPS) — 主要グローバル会議(デンバー2025)

	ICPR (心理的研究に関する学際会議) — ヨーロッパの最も科学的に厳密な集会

	ISRP (心理的研究に関する国際社会) — 学術社会

	Breaking Convention (UK) — 広い学際的





メディア・分析


	Psychedelic Alpha (ジョッシュ・ハードマン) — 商業的・規制的景観をカバーする最高の独立分析ニュースレター

	ブロッサム分析 — 会議・研究追跡








主要構造的緊張(2026)


	ファルマ-医療化対聖なるアクセス: 分野の中心的葛藤. FDA経路(COMPASS、アッヴィ/ギルガメッシュ、Cybin)対非犯罪化と州規制プログラム(オレゴン、コロラド).

	還元主義対トランスパーソナル枠組み: 臨床試験は薬理学的メカニズムを分離; 先住民とトランスパーソナル伝統は主観的-精神的次元が医学そのものだと主張.

	非サイケデリック類似体: デリックスなどは経験的ジャーニーなしの神経可塑性を提供する化合物開発 — 神秘的経験仮説に異議を唱える.

	先住民主権対西洋的抽出: 文化的盗用、バイオパイラシー、聖なる伝統の商業化周辺の継続的緊張.

	FDA挫折: Lykos MDMA却下(2024) は試験設計のバーを上げ、時間的枠を変更.







MDMA — ポジショニング・ノート

MDMAは純粋に合成的なエムパソゲン — 先住民儀式的系統なし、プラント・スピリット関係なし、伝統的コンテナなし. サッサフラス油のサフロールから派生; 置換されたアンフェタミン; 適度に複雑な有機化学. 治療的正当性は完全に臨床-薬理学的経路を通じて来た(シュルギン → MAPS → 第2/3段階試験 → トラウマ処理モデル).

調和主義的ポジショニング: 調和的認識論の合理-経験的層内で主に操作. 神秘的-トランスパーソナル開放のための乗り物というより、精密な治療的適用のツール — この境界線は一部の実践者によって異議を唱えられているが.





調和主義統合ノート

調和的実在論と最も一貫した声: - グロフ — 意識の地図作成 - ビロルド — エネルギーセンターにマッピングされた体現されたシャーマニック実践 - カーハルト=ハリス — エントロピック脳を神秘的開放の科学的相関として - バッシェ — 持続的トランスパーソナル探索 - シピボ / Q’ero系統 — エンテオゲン的遭遇を診断的・エネルギー的として扱う先住民宇宙論

認識論的マッピング: 臨床-ファルマ軸は合理-経験的層で操作 — 必要だが不十分. 完全なエンテオゲン的遭遇は調和的認識論の感覚的 → 合理的 → 体験的 → 神秘的層を要求. 先住民伝統は自然に4つの層すべてを同時に操作.

臨在の車輪の位置づけ: より広い意識労働の文脈内での実践としてのエンテオゲン — 分離された薬理学ではなく、呼吸、平和(アジュナ)、愛(アナハタ)の3つの本質的実践内に埋め込まれた. エンテオゲン的遭遇は触媒であり、日々の臨在培養の代替ではない.
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